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音声教育における学習者の 自己モニター能力と自己評価基準について

佐藤 貴仁
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1,は じダ)に

外 国語教育におけるコミュニケー ション能力が重要視 され るよ うになって久 しい。そ

れに伴い、 日本語教 育の現場で も、情報を伝達す る役害IIを担 ってい る音声が果たす役割

に焦点が当てられ るよ うにな り、その重要性 が指摘 されていることか ら、 日本語音声分

野での研究も盛んになってきてい る。 更に、そこか ら得 られた知見を実際の音声教育 に

生かす効果的な発音指導法や音声教材 σ)開発な どにより、その成果 も現れ始めている。

佐藤(2001)は 、音声学習における学習者の二一 ズに対 し、その指導や研究の具体的

な方策 として 「組織的なシラバ ス作 り」 「効果的な音声指導法開発」、それ らを踏まえた

「音声教材作成」「音声対照研究」な どを挙げている。 この うち 「音声教材作成」につい

て は、早稲 田大学 日本語研究教育セ ンターに設 置 された留学生に対する 日本語 の教科 と

して 「発音指導科 目」を開設 し、その報告を行 った戸 田(2001)が 、実践の場か ら提起

され た内容 を反映 させた 「コミュニケー シ ョンのための 日本語発音 レッスン(以 下、教

科書)j(2004〉 とい う発音教材 を発表 してい る。 この教科書 のまえがきには、学習者が

表現 したい内容 を 「聞 きやす く分か りやすい発音で話せ るよ うになること」 を目的 とし

ているとある。また、「学習者が自分で考 え、日本語の音韻体系を認識できるよ うに構成

されてい るjこ とや 、各課終了時 には 「自己の発音のモニター能力が育成 され る」 と記

述 され ていることか ら、 この教科書は単に学習者の 「発音矯正」 に主眼を置いたもので

はない と解釈す ることができる。

この まえが きの内容か らも分かるよ うに、学習者 にとって 目標の一つである、聞 き手

に対 して円滑で分か り易い音声を産 出す るた めには、能動的に 日本語の音韻体系を理解

す ることが肝要である と同時に、そのための トレーニングとして自己の発音 をモニ ター

す ること、即ち、自己の発音 に対す る意識 を高 めることが重要である と推測す ることが

できる。 そ して、その意識が 目標言語 における音韻体系の理解に より早 く、確実に近づ

いてい くためσ)手がか りとなる とい う考 えが、この教科書の持つ理論的背景であると言

えよ う。

本稿は、早稲田大学 日本語研究教育セ ンターにおいて実施 され、実際 に上記教科書 を
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使用 して行 われた 「発音A」 クラスでの授業実践を通 して、学習者がどのよ うに 「能動

的に 日本語 σ)音韻体系を理解」し、その手助 けになると考えられる 「自己モニター能力」

を育成 してい ったか とい う過程 を事例か ら検 証す る二とを目的 とす る。

2,学 習ス トラテジー にお けるr自 己モニター」 とr自 己評価」

第二言語 である 日本語の発音を学習者 はどのよ うに習得 していくのか。 第二言語習得

に関す る具体的な学習行動についての研 究としては、学習ス トラテ ジー研究があ り、 こ

れまで に数 多 くの報告がなされているが、その定義や分類は研究者に よって異なって い

る。その中でOxford(1990〉 は言語学習ス トラテ ジーをr学 習を高めるための学習者の具

体的行動 、あるいは態度である』 と定義 し、O種 類 のス トラテジー ・グループを主要な

部類であるr直 接 ス トラテジー(記 憶、認知、補償)」 とr間 接ス トラテジー(メ タ認

知、情意、社会的)」 として提示 している。

また!1・河原(1997b)で は、学習ス トラテジーの研究対象としてr4言 語技能をすべ

て扱 うのではな く、聴解、読解、会話などを個別に扱った研究 も進め られてきている」

としてい るが、rそ の中で、発音学習ス トラテジーについての研究はあまり成果が上が

ってお らず、特 に 日本語教 育についてこの点の研究は全 くない」 と した現状を鑑み 、

Oxford(1990)の ス トラテジー ・グループのr問 接 ス トラテジー」に属するrメ タ認知 ス

トラテ ジー」 の下位分類である 「自己モニター」 と 「自己評価」に着 目した報告 を行 っ

てい る。 この中で小河原(1997b)は 、学習者本位 による評価基準をf乍って自己評価 し

て も、それは正 しい評価には繋が ることにはな らないため、教師か らのア ドバイスを利

用 してモデル発音 を何度 も聞き、繰 り返 し自分で も発音 しなが ら習得 した基準によって

自己評 価す ることが重要だ としている。

更に、小河原(1997a)で は、学習者が妥当な発音基準を意識的に持って発音 し、そ

の 自身の発音が基準通 りにできているかど うか を自分で聴覚的に判定す るとい うr自 己

評価」が、発音習得に対 して効果的に影響 している可能性があ ることを示唆 している と

す る報告が されている。

先のOxfQrd(L990)が 定義 する 「自己モニター」とは 「言語使用 とい うよ り言語技能 の

あ らゆる面で起 こるエラーをモニ ターする、つま りエラーを認め、修正す るとい う学習

者の意識的な決心に焦点が置かれ る」 ことだと述べ られ ている。 また、学習者がエ ラー

をなぜ犯すか、学習者 自身がそ の理由をはっき りと認識す ることによって、その後の学

習の一助 にな り得るものであ ると同時に、学習者 自らがその原因を追究す ることによっ

て、学習 ス トラテジーの使い方 をよ り理解することができるようになるとしている。

また、r自 己評価1と はr四 技能 と一般的言語知識を評価す ることでま)る1と 述べ ら

れ てい る。 これ は例えば、話す場合において学習者は自 らの発音を録音 し、 自分の発音

を客観的に聞 いた り、あるいはその発音をネイテ ィブ ・ス ピーカー と比べ ることによ り
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自分の能力を判定できる、つま り、客観的に評 価を下す ことがで きるものだ としている。

この 自分の発音 に対 し、客観的に評価を下す基準 に関 して、佐藤(2001)は 音声評価

基準の習得過程 についての報告をしてい る。 このr音 声評価基準」とは、 日本語 の音声

を聞いて、それが 自然な 日本語音声か否かを評価する基準のことを指 してお り、学習者

が正確な音声評価基準 を持 っていれば、自分 の発話または他の学習者の発話 を聞いて 、

自分の発音上の問題 点を白己修正 し、 自律的に発音を改善 させてい くことができるもの

である としている。 また一方で、正確な基準 を持 っていなけれ ば、妥当な自己修正が行

われず、いつまでたって も同 じ発音の問題 を抱え続 ける可能性 があることを示唆 してい

る。

以上の研究をま とめ ると、学習者 は様 々な学習ス トラテジーを駆使 して学習項 目を習

得 してい るが、その中で も発音学習に関 してはr自 己モニ ター能力」 と客観的なr白 己

評価基準」の獲得が、学習者の発音習得 に大き く影響 している可能性 がある と考 えられ

ている。 また同様に、学習者 自らが 「音声評価基準」を正 しく持つ ことによ り、発音上

の問題点 を自己修正 できるよ うにな り、それが 自律的な発音学習の促進 に繋がるとい う

ことが挙げ られ る。

これ らのことを踏 まえ、実際の授業におけ る学習者の学習行動をr自 己モニ ター能力」

と 「自己評価基準」 とい う観点から、以下、検証 してい くことにす る。

3,発 音Aク ラスにおける学習者の学習行動

3.1授 業にっいて

発音Aク ラスの授 業は早稲 田大学 日本語研究教育センターに設置 された留学生対象の

授業であ り、大学院 日本語教育研究科にお ける音声教育実践研究(8)(以 下、実践(8))

における実習クラスとして大学院生(以 下、院生)が 毎週実習生 として参加 した クラス

で もある。実習生 としてσ)院生の役割 は、まず事前の準備段階 として、各課担 当者が教

案 と補助教材の作成 をし、当 日の授 業で扱 う課 についての確認検討を行 う作業がある。

次の授業実践段階では、担当教師の授業参与観 察と院生主導の学習者 に対す る発音指導

を し、授業終了後は学習者か ら提出 され た前回の宿題 のチェ ックと録音 した発音指導場

面を書 き起こ しまとめた実践報告 シー トの作成 などが主な ものである.1回 の授業で扱

う内容は基本的に教科書の各1課 分に相 当 し、1コ マの授業90分 の うち、前半の約45

分 を担当教師が行い、後半の時問に院生が小 グルーブに分かれた受講者の個別発音指導

を担 当す ることになっている。

二の発音Aク ラスの 目標は

① 日本語の音韻構造の知識を増や し、発音に対す る理解 を深める。

② 日本語による音声表現力を向上 させ、聞 きや すく分か り易い発音σ)習得を目指す。

③発音のモニ ター能力を育成す る。
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とな っ て い る。

3.2実 習生担当による個別発音指導

毎回の授業の うち前半を担当教師が行い、後半を実習生 としての院生による個別発音

指導 として行った。この個別発音指導 とい うのは、受講者が各2～3人 に分かれて編成 さ

れた グルーブに院生1人 が発音指導担当者 として実際に指導を行 うものである。 この グ

ループ編成お よび担 当者は学期 を通 して固定 されたものではな く、今学期 は都合2回 の

変更を行 った。 この意図は、受講者が複数の実習生に よる指導を量け られ ることに配慮

した もので畜)る。

実際 の指導内容は教科書の各課 にある応用練習 となっている。 これは各課のテーマに

沿った音声項 目を習得するための練習であ り、各 グループで行 うことを前提 としてクラ

ス活動 を進めた。

3,3実 例 による学習者の学習行動 とその考察

こ二では、実践(8)の 授業中に行 われた実習生 と学習者のや り取 りを基に、r自 己モ

ニ ター 能力」 とr自 己評価基準」 という観点から学習者 の学習行動 を考察する。

尚、本稿では説明上の利便性か ら 「実習生」を 「Jj、「学習者」を 「S」と記 してい る。

また、以下 の実例1・2に おける会話例①～⑤はテーブ レコーダー で録音 したものを文字

化 した{)の であるが、その資料 だけでは状況が汲み取れ ない と判断 した箇所については、

括弧書 きで補足説明 を記 した。

実例1:第4課 「話 しことばの発音」か ら

この課では話 しことばにおけ る発音の変化(縮 約形や撲音化等)に ついて学ぶ ことを

目的 としてお り、応用練習 もそれ に準 じたもσ)になっている。以 下は、会話例① がr～

なければ」が 「～な くちゃ」に、会話例②、③が 「～ている」が 「～てる」に音変化す

る とい う練習 の場面での会話である。

会話例①

01J1:や ってみ なくちゃ、分か りません。

02SLや って一みな くちゃ、分か りません。

03Jh意 味が分か りますか。

04S1:は い分か ります。で も、発音は難 しい。英語 と全然違います.

05」1=そ うですか。何が難 しいですか。

06S1:や って一み なくちゃ、や ってみな くちゃ…一

長い発音 を します。

07J1二 ああ、そ うですか,
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08跳:は い。 や って 一 み な くちゃ…

09」1:や っ て 一 … 「て一jは 長 くない で す ね。

10S1:は い 、長 くない,

UJ1:や っ てみ な くちゃ 一

12Sl:や っ てみ な くちゃ 一

会 話 例②

01S1:バ ス が 混ん で一 たね。

02JIl混 ん で 一 たね 、 じゃあ りませ ん。 混ん で たね。

03S1:混 ん で 一 た ね.

04」1;「 で 一 たね 」 じゃあ りませ ん。

Q5跳:で 一 たね …

06J1:一 。(混 んで たね の を と りな が ら発 音)で ・た ・ね、 同

じ で す 。

07SIlあ 歩)、 混 ん で た ね ・・

08Jl;そ うで す 。

GgSL:混 ん で た ね 。

会 話例 ③

01SIl映 画 館 、す い て一 た らい い け ど。

02」1:う ん 、S⊥ さん 、 いつ 《)rて1の 後 が長 いです ね。

03S1:あ あ 、 は い。

04」1:す い てた ら…

05S1:す い て た らいい け ど。

06J1;は い 、す い てた らい い け ど。

07Sllす い てた らいい け ど。

発話①一〇6で 学習者 は自分の発音上の問題 として、促音の後にくるrて 形」のrて 」

が長音化す る傾向があることについて言及 している。これは自己のエ ラーをモニター し、

それを認めているとい う行為である。つま り、この時点でS1は 促 音の後σ)rて 」の発音

に対 して、既 に自己評価意識 を獲得 してい ることが判 る。 しか し、その後の会話例② ・

③ におけ るや り取 りか ら、問題 は 「促音」の後σ)「て」だけではな く、 「て形」全体に

及んでいることが判明す る。会話例②でS1はJLの 指摘によ り、自身のエラーに気づ き、

J1に よるモデル発音を聴 き、更 に 「…でたね」の3拍 が同等び.)拍間隔であるとい う説明

〔発話②一〇6)を 受けた後に納得 し修正を行った.だ が、会話例③ ではrて 」が長 いこと

一145一



を指摘 した(発 話③一2)だ けで、妥当な修正 しているのが窺 える,二 れは、二の練習場

面においてOxfQrd(L990)が 定義す る 「自己モニター」におけるrエ ラーを認め、修正す

る とい う学 習者の意識的な決心」が進んだ ものだと解釈することができよ う。

実 例2:第7課 「動詞 のア クセ ン ト」 か ら

この課 で は 活用 形 を含 ん だ動 詞 のア クセ ン トにっ いて 学 ぶ こ とを 目的 と してお り、応

用 練習 もそ れ に 準 じた もの に なっ て い る。 以 下 は応 用練 習 にお け るr来 て ・着 て ・切 っ

て ・切 手 ・聞 い て」 の練習 場 面 でのや り取 りであ る。

会 話例 ④

01S2:あ した わ た しの うちへ きって くだ さい。

02J1:来 て くだ さい。

03S21あ した わ た しの うちへ きっ て くだ さい。

04J1:来 て くだ さい。

05S2:ま だ(「 っ」〉 ある?

06J1:う ん 、 来 て くだ さい。

O了S2;き っ て くだ さい。

08J1;「 っ 」 が 入 って る。

09S2:本 当?え 一 、 自分 で は聴 二え ない んです 。

10J1:じ ゃ 、S2さ ん の発音 をち ょっ と聴 い てみ ま しょ うか。

11S2:は い 、聴 き た い。

会話 例 ⑤

01S2:も う一度 き って くだ さい。

02」1:聞 い て くだ さい。

03S2:も う一度 き って くだ さい。

04J1:ち ょ っ とrき 』が 短 いか な。 も うち ょっ と長 く…

05S2:も う一度 き い1*て くだ さい。

06J1:「 き い1て くだ さい」 じゃな くて、 「きい て」、(一 度 切 らな い で)そ の まま(続 け

る発 音)で す よ。

07S2;も う一 度聞 いて くだ さい.あ 一 、分 か った.

08Jh分 か った?

09S2=も う一 度聞 いて くだ さい。

10」1:そ うで す ね。

11S2;そ うそ う、 わ た し、 自分(の 発 音)がrっ1に なった・rい σ)後ろね,

12J1:一 回(「 い」 の後 ろで)止 まる で し ょ?
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13S2二 そ うそ う、 一 回止 ま った(発 音 を した)時 、rっ 」 は入 っ てい ない と思 った。

で も、(「 い 」 の後 ろで)止 ま っ た ら、 「っ の発 音 でL「 仁?

*(『1』 は ポー ズ)

会話例④ では 「来て」が 「きって」 とい う発音になって しま うエ ラーがあるのだが、

学習者 は発話④一〇9の よ うに、 自分では認識 していない。そ こで、 」1が 録音 してい る

S2の 練習中の発音 を客観的に聴いてみ ることを勧 めると、S2は 発話④一11の 通 り聴 くこ

とを希望 した。小河原(1997b)で は、 「日本や 日本語 に興味があ る」 といった間接的な

動機では 自己評価意識はあまり上が らないとしてお り、「発音向上のために努力す る」と

い うよ うな発音習得に対 して具体的な意識を持 った学 習者は 自己評価 意識を持 っている

であろ うと述べ られている。っま り、発音学習に積極的な意欲が ない と、自己評価意識

には結びつかない ことを示している訳 である。

この学習者S2は 自分の発音を自ら聴 いて、自分 では認識で きない部分 を確認 したい と

い う積極 的な姿勢で学習に臨んでいることから考 える と、 自己評 価意識を持 っている学

習者だ と判断す ることができよ う。 これは、実際 に自分の発音 を聴いた後はr来 て」 に

促音が入っていることを認識 し、その後の発音に反映 させていたことが観察 され ている

ことカ・らも窺い知れ る。

また、会話例⑤では 「聞いて」が 「きって」になって しま うとい うエラーがあるのだ

が、 」1が 手短な説明をしただ けで理解を示 し(発 話⑤一〇7)、 発話⑤ 一U,13の ように ど

こがどう違 うのか客観的に認識 していることが窺 える。特に発話⑤一13に おいては 「学

習者がエラー をなぜ犯すのか、学習者 自身がその理由をはっき りと認識す ることjr学

習者 自らがその原因を追究す ること」 とす るr自 己モニ ター」0.)定義に当てはまる行動

を取ってお り、学習者 自らが客観的に自身の発音 に対 し評価を下 しているのが分かる。

4.ま とめ

上記3-3の 実例1・2は 発音Aク ラス にお ける授業のほんの一部に過 ぎない.し か し、

この一例か らも分かるよ うに、このクラスは単に 日本語 の音声知識だけを学習 し、練習

す る場ではな く、発音に対す る意識を高 めることに重点 を置いた活動の場である と言 え

るのではないだろ うか。 これは 日本語の音韻体系を認識す ることに よって、自己の発音

とモデル発音 にはどのよ うな差異があ り、何が違 うのか とい う学習者側 の意識の問題で

もあるの と同時に、指導者側 にとっての問題で もある。 なぜな ら、そのr気 づ き」 をい

かに して学習者 に向け ることができるのか、その成否 は指導者の意識 にも繋がっている

ことだか らである。 この ことから教師は学習者に対 し、いかにして 自己モニ ター能 力を

高め、 自己評価 を行 う際の評価基準の獲得 を講助す るよ うな指導を行 うか について、常

に検討す るぺきであると考える。つま り、日本語の音声知識だけを教擾 し、規範 にそ ぐ
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わない学習者の発音を上手 くできるようになるまで矯正 した り、ただ闇雲に繰 り返 し発

音させた りするのではな く、問題があ るとす る学習者の発音に対 し、教師は何が どう違

うか とい う指摘 をす ることにより、学習者 自身の発音の意識 を高めるような指導を行 う

能力が求 められ るとい うことである。

相馬森 ・呉 ・栗原 ・富樫 ・中野 ・平畑 ・山中(2005)の 報告によると、20餌 年度秋学

期にr発 音A」 クラスを受講 した留学生を対象にアンケー トを行った ところ、発音がよ

くなった と考えた受講者は 「とてもよくなった」(8名 〉、「よくなった」(15名 〉(有 効回

答者数総計28名 中)と 回答 し、その根拠 として最 も多かった回答は 自己モニター能力の

向上を意 味す るr自 分の発音が間違 っていること(正 しいこと)が 分かった」だった と

してい る。今回のクラスでは、このよ うなアンケー トは行わなかったが、仮に同様のア

ンケー トを行 った場合、この発音 クラスや 使用 した教科書の 目的の一つである上記回答

が多 く出ることを心か ら願 う次第であ る。

(サ トウ タカヒ ト・修士課程1年)
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